
 

(設問 1)以下の順序により、計算式と答を示して組間接費を A製品と B製品とに配賦し、各

組製品の当期加工費を計算しなさい。ただし、組間接費の配賦基準は各製品の当期組直接

加工費の比率によること。 

(1)A製品組間接費 

= 150,000 ×
140,000

140,000 + 560,000
 = 𝟑𝟎, 𝟎𝟎𝟎円 

(2)B製品組間接費 

= 150,000 ×
560,000

140,000 + 560,000
= 𝟏𝟐𝟎, 𝟎𝟎𝟎円 

(3)A製品当期加工費 

= 140,000 + 30,000 = 𝟏𝟕𝟎, 𝟎𝟎𝟎円 

(4)B製品当期加工費 

= 560,000 + 120,000 = 𝟔𝟖𝟎, 𝟎𝟎𝟎円 

(設問 2)以下の順序により、計算式と答を示して、A製品についてのみ原価計算をしなさい。 

(1)期末仕掛品直接材料費 

= 80,000 ×
200

400
 = 𝟒𝟎, 𝟎𝟎𝟎円 

(2)期末仕掛品加工費 

= 170,000 ×
200 × 0.6

300 − 100 × 0.5 + 200 × 0.6
= 𝟓𝟓, 𝟏𝟑𝟓円 

(3)期末仕掛品原価 

 



= 40,000 + 55,135 = 𝟗𝟓, 𝟏𝟑𝟓円 

(4)当期完成品結合原 

= 18,000 + 39,000 + 80,000 + 170,000 − 95,135 

= 𝟐𝟏𝟏, 𝟖𝟔𝟓円 

(設問 3)以下の順序により、計算式と答を示して、A製品についてのみ原価計算をしなさい。 

(1)1級品の積数= 1.0 × 100 = 𝟏𝟎𝟎 

(2)２級品の積数= 0.8 × 200 = 𝟏𝟔𝟎 

(3)１級品の完成品原価 

= 211,865 ×
100

100 + 160
= 𝟖𝟏, 𝟒𝟖𝟕円 

(4)２級品の完成品原価 

= 211,865 ×
160

100 + 160
= 𝟏𝟑𝟎, 𝟑𝟕𝟖円 

(5)１級品の単位原価 

= 81,487 ÷ 100 = 𝟖𝟏𝟒. 𝟖𝟕円/個 

(6)２級品の単位原価 

= 130,378 ÷ 200 = 𝟔𝟓𝟏. 𝟖𝟗円/個 

 


